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【世帯数】    812世帯 

【人 口】 男  937人 

女  1,010人 

 合計 1,9４7人 

 （令和３年４月３０日現在） 

令和３年６月号 

東
陽
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
発
足 

 
 

～
山
村
振
興
に
期
待
が
高
ま
る
～ 

 ➀  ② 

 ③ 

４
月
８
日
、
東
陽
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
発
足
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
は
、
東

陽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
山
村
部
会
長
を
務

め
る
黒
木
信
夫
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

同
協
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
３
年

間
を
か
け
て
、
山
村
の
将
来
像
の
模
索
、
地

域
振
興
の
中
心
と
な
る
人
材
・
組
織
等
の
育

成
、
所
得
や
雇
用
の
増
大
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
高
齢
者
で
も
栽
培
し
や
す
い
山
菜
や

ハ
ー
ブ
類
の
栽
培
を
実
証
す
る
ほ
か
、
ジ
ビ

エ
肉
の
付
加
価
値
を
創
出
・
拡
大
さ
せ
る
と

と
も
に
、
環
境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
販
売

方
法
を
確
立
さ
せ
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
ま
す
。 

 

黒

木

会

長

は
、
「
国
へ
の

事
業
申
請
を
行

い
認
可
後
に
本

格
的
な
活
動
を

行
う
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
協

議
会
の
活
動
を

山
村
振
興
の
活

性
に
つ
な
げ
た

い
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。 

  

令
和
３
年
度
東
陽
方
面
隊
の
組
織

体
制
を
紹
介
し
ま
す
。 

今
年
度
も
水
本
貴
方
面
隊
長
の
指
揮
の
下
、
１

１
９
名
の
団
員
が
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
べ
く
、
予
防
消
防
活
動
や
各
種
訓
練
に
取

り
組
み
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
動
さ
れ
ま
す
。 

 

日
本
遺
産
認
定
記
念
連
載 

 
 

～
東
陽
町
日
本
遺
産
め
ぐ
り
（
２
） 

 
 
 
 

 
 

山
口
橋(

河
俣
・
鶴
地
区)

 
 

 

 

道
の
駅
東
陽
か
ら
県

道
25

号
線
を
河
俣
方
面

に
向
か
い
４
km

ほ
ど
行

く
と
、
鶴
地
区
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
流
れ
る

美
生
川
沿
い
に
４
つ
の

め
が
ね
橋
が
あ
り
、
右

側
に
見
え
る
最
初
の
橋

が
山
口
橋
で
す
。 

 

橋
を
渡
っ
た
先
に
は
、
山
口
利
光
さ
ん
の

ご
自
宅
が
あ
り
橋
名
の
由
来
も
そ
こ
か
ら
で

し
ょ
う
。
山
口
さ
ん
に
よ
る
と
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
、
既
に
山
口
橋
と
言
わ
れ
て
い
た
と
の

事
。
ま
た
先
代
の
お
父
さ
ん
が
、
橋
上
部
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
拡
幅
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。 

 

こ
の
橋
は
他
の
東
陽
町
の
め
が
ね
橋
同
様

に
綺
麗
な
輪
石
が
特
徴
で
す
。
壁
石
は
必
要

最
低
限
の
高
さ
の
野
面
積
み
で
渡
り
や
す
く

し
て
あ
り
ま
す
。
橋
の
厚
さ
が
薄
く
一
見
す

る
と
頼
り
無
さ
げ
で
す
が
、
幾
多
の
洪
水
で

水
か
さ
が
橋
上
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が

壊
れ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
す
が
種
山

石
工
の
め
が
ね
橋
で
す
。
架
設
年
は
肥
後
熊

本
藩
の
公
文
書
記
録
「
町
在
」
に
よ
る
と
河

俣
村
庄
屋
の
黒
木
止
善
が
嘉
永
４
（
１
８
５

１
）
年
か
ら
７
年
ま
で
に
同
村
で
４
橋
か
け

た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
東
陽
町
を
守
り
ま
す 

 
 

～
東
陽
方
面
隊
の
新
体
制
～ 

役 職 氏 名 

東陽方面隊長 水本 貴 

副隊長 山本 正 

指導員 前田 賢治 

本部分団長  園田 高士 

第１分団長 田村 一幸 

第２分団長  寺田 忠義 

第３分団長 梅田 義博 

第４分団長  俣島 修一 

（敬称略） 

東陽方面隊幹部三役・分団長 消防団員募集中！ 

 近年、消防団員が減少して

います。東陽地域の防災体制

を維持していく上で消防団は

なくてはならない存在です。 

 八代市に居住または勤務す

る１８歳以上の方であれば男

女は問いません。 

 入団を希望される方の連絡

をお待ちしています。 

 

【問合せ先】 

 地域振興課 ６５-２１１１ 

昨年、山村活性化の一環として実施した実演販売 



６月10日（木）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料    ５月(４月使用分) 

◆浄 化 槽 使 用 料    ５月(4月使用分)です。 

 

6月３0日（水）納期限のもの 

◆市 県 民 税     １期 

◆国民健康保険税         ３期 

◆介 護 保 険 料     ３期 

◆簡易水道使用料             ６月(5月使用分） 

◆後期高齢者医療保険料  随時です。 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高を 

お確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご連

絡、ご相談ください。 

【問合せ先】 地域振興課  65-2111 

■市税等の納期について 

    ■金婚夫婦を表彰します 

◆気象警報発令時の支所対応について 

 大雨や洪水警報などの気象警報が発令された場合

は、支所職員が２４時間体制で待機しています。道

路への土砂流出や風倒木、住宅への浸水など、災害

やその他異常事態が発生しましたら、すぐに連絡を

お願いします。 

◆東陽支所管内の避難所について 

・開設する場合は、時間と施設名を「八代防災情 

 報」や「東陽校区住民安心メール」、「防災行政 

 無線」等でお知らせします。 

・避難の際は、マスク、体温計、水、食料や寝具な 

 どを持参して、明るいうちに避難してください。 

・各避難所には、市職員が常駐し対応しますので指 

 示に従い行動してください。 

※上記の避難所とは別の場所（地区公民館等）に避 

 難されることについては、各個人や各地区の判断 

 によるものであり、強制または妨げることはあり 

 ません。普段から、避難具の準備や避難経路など 

 を確認し、非常時に落ち着いた行動がとれるよう 

 に心がけましょう。 

 

【問合せ先】地域振興課 ６５－２１１１ 

■梅雨時期や台風などによる非常時に備えて 

■光ブロードバンドサービスの提供開始 

No. 避 難 所 施 設 名 

1 
東陽コミュニティセンター 及び 

スポーツセンター 

2 
八代市定住センター 及び 

東陽交流センター「せせらぎ」 

3 東陽小学校（体育館） 

4 東陽地域福祉保健センター 

【対象】 

①昭和４６年１月１日～昭和４６年１２月

３１日までに結婚又は入籍されたご夫婦 

②昭和４５年以前に結婚又は入籍をされた

ご夫婦で、これまでに金婚夫婦表彰を受け

たことがないご夫婦 

【申込期間】 

６月１日（火）～６月３０日（水） 

【申込場所】 

 東陽健康福祉地域事務所 

 長寿支援課（仮設庁舎西棟１階） 

【申込方法】 

申込場所に設置してある申込用紙に記入し

提出してください。 

【式典開催日】 

 令和３年９月下旬予定 

【問合せ先】 

 長寿支援課地域支援係     ３３－４４３６ 

 東陽健康福祉地域事務所  ６５－２１１３      

東陽・泉地域におけるサービスが6月18日

（金）から提供開始予定です。 

※利用には、サービス提供事業者との契約が

必要です。詳しくは、八代市光ブロードバン

ド整備事業のチラシをご確認ください。 

【問合せ先】 

 八代市総務企画部デジタル推進課 

 ☎33-4103 

NTT西日本 

☎0120-116-116（9時～17時） 

 散歩をさせるときは、 

「ふん」を処理する道具を携帯

し、排出した「ふん」は必ず持

ち帰りましょう。 

 

■飼い犬のマナーについて(お願い） 


